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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 19日 (2007.3.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 順 番 に 配 列 さ れ た 第 １ ～ 第 ４ の 端 子 を 含 み 、 前 記 第 １ ～ 第 ４ の 端 子 の 中 心 軸 に 対 し て 前
記 第 １ 及 び 第 ４ の 端 子 が 線 対 称 に 配 置 さ れ 、 前 記 中 心 軸 に 対 し て 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ の 端 子
が 線 対 称 に 配 置 さ れ 、 基 板 の 表 面 及 び 裏 面 の 双 方 の い ず れ か に 選 択 し て 実 装 で き る 集 積 回
路 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 に 接 続 さ れ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 差 動 信 号 対 の 一 方 が 入 力 さ れ る
第 １ の 受 信 回 路 と 、
　 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 端 子 に 接 続 さ れ て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 作 動 信 号 対 の 他 方 が 入 力 さ
れ る 第 ２ の 受 信 回 路 と 、
　 前 記 第 １ の 受 信 回 路 か ら の 出 力 の 正 転 信 号 と 反 転 信 号 と の 一 方 を 、 セ レ ク ト 信 号 に 基 づ
い て 選 択 す る 第 １ の セ レ ク タ と 、
　 前 記 第 ２ の 受 信 回 路 か ら の 出 力 の 正 転 信 号 と 反 転 信 号 と の 一 方 を 、 前 記 セ レ ク ト 信 号 に
基 づ い て 選 択 す る 第 ２ の セ レ ク タ と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の セ レ ク タ か ら の 各 出 力 を 、 前 記 セ レ ク ト 信 号 に 基 づ い て 、 第 １ の 出
力 線 及 び 第 ２ の 出 力 線 に 切 り 換 え て 出 力 す る 第 ３ の セ レ ク タ と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 セ レ ク ト 信 号 に 基 づ い て 設 定 さ れ た 第 １ の モ ー ド で は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の セ レ ク
タ は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 受 信 回 路 の 各 正 転 信 号 を 選 択 し 、 前 記 第 ３ の セ レ ク タ は 、 前 記
第 １ の 受 信 回 路 の 正 転 信 号 を 前 記 第 １ の 出 力 線 に 、 前 記 第 ２ の 受 信 回 路 の 正 転 信 号 を 前 記
第 ２ の 出 力 線 に そ れ ぞ れ 出 力 し 、
　 前 記 セ レ ク ト 信 号 に 基 づ い て 設 定 さ れ た 第 ２ の モ ー ド で は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の セ レ ク
タ は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 受 信 回 路 の 前 記 反 転 信 号 を 選 択 し 、 前 記 第 ３ の セ レ ク タ は 、 前
記 第 １ の 受 信 回 路 の 前 記 反 転 信 号 を 前 記 第 ２ の 出 力 線 に 、 前 記 第 ２ の 受 信 回 路 の 前 記 反 転



信 号 を 前 記 第 １ の 出 力 線 に そ れ ぞ れ 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 受 信 回 路 の 各 々 に 設 け ら れ た イ ネ ー ブ ル 信 号 入 力 端 子 と 、
　 前 記 第 １ の 受 信 回 路 の 前 記 イ ネ ー ブ ル 信 号 入 力 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の
イ ネ ー ブ ル 信 号 を 前 記 セ レ ク ト 信 号 に 基 づ い て 切 り 換 え て 入 力 さ せ る 第 ４ の セ レ ク タ と 、
　 記 第 ２ の 受 信 回 路 の 前 記 イ ネ ー ブ ル 信 号 入 力 端 子 に 、 前 記 第 １ の イ ネ ー ブ ル 信 号 と 、 前
記 第 １ の イ ネ ー ブ ル 信 号 と は 異 な る 第 ３ の イ ネ ー ブ ル 信 号 と を 、 前 記 セ レ ク ト 信 号 に 基 づ
い て 切 り 換 え て 入 力 さ せ る 第 ５ の セ レ ク タ と 、
を さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 ４ 及 び 第 ５ の セ レ ク タ は 、 前 記 セ レ ク タ 信 号 に 基 づ い て 互 い に 異 な る セ レ ク ト 信
号 を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 第 １ ～ 第 ４ の 端 子 の 各 々 は 、 バ ン プ に て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に お い て 、
　 第 ５ ～ 第 ８ の 端 子 を さ ら に 含 み 、 前 記 中 心 軸 に 対 し て 前 記 第 ５ 及 び 第 ８ の 端 子 が 線 対 称
に 配 置 さ れ 、 前 記 中 心 軸 に 対 し て 前 記 第 ６ 及 び 第 ７ の 端 子 が 線 対 称 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １
及 び 第 ２ の 端 子 、 前 記 第 ５ ～ 第 ８ の 端 子 、 前 記 第 ３ の 端 子 及 び 前 記 第 ４ の 端 子 が そ の 順 番
に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 受 信 回 路 と 前 記 第 １ ～ 第 ３ の セ レ ク タ と を 一 組 と す る 受 信 ブ ロ ッ ク
が ２ つ 設 け ら れ 、 前 記 ２ つ の 受 信 ブ ロ ッ ク に は そ れ ぞ れ 異 な る 各 ２ 組 の 差 動 信 号 対 が 入 力
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に お い て 、
　 前 記 第 １ ～ 第 ８ の 端 子 の う ち 、 同 一 受 信 回 路 に 接 続 さ れ た ２ つ の 端 子 に は 、 ク ロ ッ ク 用
差 動 信 号 対 が 入 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に お い て 、
　 第 １ の 電 源 電 位 が 入 力 さ れ る ２ つ の 第 １ 電 源 電 位 入 力 端 子 と 、 前 記 第 １ の 電 源 電 位 と は
異 な る 第 ２ の 電 源 電 位 が 入 力 さ れ る ２ つ の 第 ２ 電 源 電 位 入 力 端 子 と を さ ら に 有 し 、
　 前 記 ２ つ の 第 １ 電 源 電 位 入 力 端 子 が 前 記 中 心 軸 に 対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ 、 前 記 ２ つ の
第 ２ 電 源 電 位 入 力 端 子 が 前 記 中 心 軸 に 対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 集 積 回
路 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 主 要 回 路 が 表 面 に 搭 載 さ れ た 基 板 と 、
　 前 記 基 板 の 前 記 表 面 に 実 装 さ れ 、 前 記 セ レ ク ト 信 号 が 表 面 実 装 用 の 論 理 に 設 定 さ れ た 請
求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 集 積 回 路 装 置 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 主 要 回 路 が 表 面 に 搭 載 さ れ た 基 板 と 、
　 前 記 基 板 の 裏 面 に 実 装 さ れ 、 前 記 セ レ ク ト 信 号 が 裏 面 実 装 用 の 論 理 に 設 定 さ れ た 請 求 項
１ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 集 積 回 路 装 置 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ ま た は ９ に お い て 、
　 前 記 基 板 は 、 前 記 集 積 回 路 装 置 が 実 装 さ れ た 面 に 形 成 さ れ た 信 号 パ タ ー ン に 接 続 さ れ る
フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
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